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令和２年度

－第１４回（定例・臨時）－

教 育 委 員 会 議 事 録

開 会 令和２年１２月１０日 １４時３０分

閉 会 令和２年１２月１０日 １６時５０分

会 議 場 所 教育委員室

花山院弘匡 出 森本哲次 出 高本恭子 出

委員 出 欠

上野周真 出 伊藤忠通 出

議事録署名 教 育 長

委 員 教育長職務代理者

奈良県教育委員会事務局
書 記

企画管理室
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議 案 及 び 議 事 内 容

次 第

議決事項１ 新型コロナウイルス感染症にかかる対応について 可 決

報告事項１ 民事調停案件について 承 認

○吉田教育長「花山院委員、森本委員、高本委員、上野委員、伊藤委員おそろいですね。それで

は、ただ今から、令和２年度第14回定例教育委員会を開催いたします。本日は委員全員出席で、

委員会は成立しております。」

○吉田教育長 「報告事項１については、教育委員会が関係する争訟中の案件のた 可 決

め、その他報告事項３『県立山辺高等学校サッカー部員の飲酒事案への対応につ

いて』は、意思形成過程であり、公開することにより事務の執行に関し支障が生じ

るおそれがあるため、当教育委員会においては非公開で審議すべきものと考えま

す。委員の皆様にお諮りします。いかがでしょうか。」

※ 各委員一致で可決

○吉田教育長 「委員の皆様の議決を得ましたので、本日の報告事項１及びその他

報告事項３については、非公開で審議することとします。」

議決事項１ 新型コロナウイルス感染症にかかる対応について

○吉田教育長 「議決事項１『新型コロナウイルス感染症にかかる対応』について、ご説明をお

願いします。」

○山内学校教育課長 「新型コロナウイルス感染症にかかる対応について、ご説明します。今

回、４件を提案します。

まず、１の新型コロナウイルス感染症にかかる令和３年度奈良県立高等学校入学者選抜に関す

るガイドラインについてです。検査会場の衛生管理に万全の体制を敷くため、入学者選抜２日前

より、検査会場となる高等学校において生徒等の立ち入りを制限し、消毒作業を行い、会場設営

を行います。中学校において新型コロナウイルス感染症に罹患した生徒等が出た場合には、以下

のように対応してまいります。新型コロナウイルス感染症に感染し、完治していない者、濃厚接

触者としてＰＣＲ検査を受け、結果が出ていない者などは、完治した後に、受検者ごとに、新型

コロナウイルス対応の追検査を行うこととします。３月23日の実施としているインフルエンザ等

に罹患した者に対する追検査とは別に考えています。新型コロナウイルス対応の追検査は、学力

検査と同じ教科の学校独自検査（口頭試問）を実施します。１教科あたり10～15分とします。追

検査対象者以外に、濃厚接触者としてＰＣＲ検査を受け、陰性となり、出席停止となっている者

や、接触者としてＰＣＲ検査を受け、結果が出ていない者は、在籍中学校で学力検査等を実施し

ます。濃厚接触者が特定できない場合には、接触者と考えられる者を中学校での受検とします。

健康観察については、保健体育課から、各学校において日頃から児童生徒の体調管理及び行動記

録をとっておくことをお願いしています。

次に、２の小学校第６学年学習到達度調査についてです。今年度の学習状況を考慮し、小学校

第６学年の児童に学習内容の到達度を測るため、学習到達度調査を実施します。本調査の実施に

より、学び残しに対する児童や保護者の不安を解消し、児童が中学校での学習に意欲的に取り組
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めるようにいたします。各学校において、12月14日（月）から１月15日（金）までの間に、学校

の実態に応じて調査日を設定して実施します。調査の内容は、国語、社会、算数、理科の４教科

に加え、生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査です。実施に当たっては、Ｇ Ｓｕｉｔｅ

ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎを使用し、児童がパソコン等を操作して解答することになっていま

す。

以上です。」

○大橋人権・地域教育課長 「３の新型コロナウイルス感染症に関する偏見や差別の防止に向け

た保護者向け啓発プリントについて、ご説明します。現在、新型コロナウイルス感染症に関して

は、感染者の増加傾向も見られ、予断を許さない状況となっています。このような中、これまで

以上に偏見や差別の防止に向けた取組が重要であると考え、子どもたちの生活基盤である家庭に

おいて、新型コロナウイルスに関する偏見や差別の防止について話し合っていただけるよう、お

手元の資料の保護者向け啓発プリントを作成いたしました。今月７日に、市町村教育委員会及び

県立学校に偏見や差別の防止に向け活用していただくよう文書を発出するとともに、人権・地域

教育課のホームページにもデータを公開することとします。

以上です。」

○稲葉保健体育課長 「４の奈良県知事特別賞の授与について、ご説明します。令和２年度に実

施を予定していた高等学校の部活動の全国大会が、新型コロナウイルス感染症の影響により中止

やＷｅｂ開催となったため、県内において開催される大会において、顕著な功績があると認めら

れる個人または団体に対し授与する奈良県知事特別賞について、奈良県高等学校体育連盟会長、

奈良県高等学校野球連盟会長及び奈良県高等学校文化連盟会長から推薦された受賞候補者を審議

の上、受賞者と決定しました。なお、賞状の授与については、各校において行う予定になってい

ます。

以上です。」

○吉田教育長 「このことについて、何かご意見、ご質問はございませんか。」

○花山院委員 「３の偏見や差別の防止についてですが、非常に難しいと思われます。奈良県は

人権教育が盛んでした。私自身も学校の教師だったので、人権教育をやっていましたが、身近な

差別についてはなかなか難しいことがあると思うのです。このチラシはよくできていると思いま

すが、先生方が指導するときに、もう少しどういう点に注意をしながら行っていくのか、指導計

画とまでは言いませんが、指導案のようなものはありますか。」

○大橋人権・地域教育課長 「生徒への指導資料についても、９月にすでに学校に通知をさせて

いただき、指導用のワークシートとそれを使うための教員用の指導資料を当課から示させていた

だいておりますので、各学校では、それらを基に児童生徒に向けて取組を進めていただいている

と思います。今回、さらに家庭での押さえをしていただきたいという思いを込めて、この資料を

追加させていただいたということでございます。」

○花山院委員 「私たちが人権教育をやっていたときは、１回で終わってしまうわけでなく、何

年も、何回も年間に計画を立ててやっていくということでした。そういう意味で言うと、学校で

やることは素晴らしいことで、今度は家庭でということも素晴らしいことですけど、もう一度そ

の検証をした上で、さらにもう一つ進めていただけたら良いと思います。」
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○吉田教育長 「課長は、学校は学校で子どもにやりましょう、家庭は家庭でやりましょう、と

のことですが、今、花山院委員がおっしゃっているのは、家庭で話し合ったことを学校でさらに

展開して深めるっていうことはしないんですか、そういう指導案はないんですか、ということだ

と思います。家庭で話し合いしたことを再度学校で展開するということは、より学びを深めるた

めには必要だと思います。」

○大橋人権・地域教育課長 「分かりました。」

○花山院委員 「私が知っている限りでも、差別ではありませんが、感染が起こった学校ではや

はり敏感になっています。学校で教えられても、家に帰ったら『注意しなさいね』と言われるこ

とはよくあるわけです。今、教育長が言われたような形で、とにかくもう一度検証して行ってい

ただきたいです。」

○上野委員 「４の奈良県知事特別表彰についてですが、これは毎年ある表彰でしょうか。」

○吉田教育長 「近畿大会・全国大会が中止になり、県独自の大会を行いました。これらの大会

は上の大会につながらないので、成績優秀者に知事による特別賞をいただいたということで

す。」

○上野委員 「例年は、何賞になるのでしょうか。」

○吉田教育長 「例年は、近畿大会で入賞などになります。」

○上野委員 「今回は県内の大会で好成績を収めた者に与える、ということでしょうか。」

○吉田教育長 「そうです。その点について、どうですか。」

○稲葉保健体育課長 「選考は、県独自大会やその後、リモートで全国大会を行われた競技団体

もありますので、例年の記録と照らし合わせ、今年、インターハイや全国大会があれば、この選

手はおそらく優勝していたであろうという基準で各連盟で推薦していただいて、それを今回、表

彰対象としたということです。」

○上野委員 「今回、多いですね。」

○稲葉保健体育課長 「昨年のインターハイ等の入賞者と同等の数になっています。」

○伊藤委員 「２点質問があります。新型コロナウイルス対応の追検査についてです。これは以

前にも出ていたものですが、追検査については、通常の学力検査と同じことはできませんので、

口頭試問を実施され、そこで得られた知識と調査書の成績とをあわせて総合的に判定するとのこ

と。このあたりの総合的に判断することの目安のようなものはないのでしょうか。追試験を受け

る子どもたちも不安を持っているのではないかと思います。」

○吉田教育長 「特色選抜も一般選抜も各教科の平均点がどのようになるかを考えて作成してい

ます。教科の口頭試問を10分から15分行うので、そこで問うことも平均がだいたいどれくらいに

なるか、特色選抜の問題と一般選抜の問題に照らし合わせて問題を出題したときに、各校の合格
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者の最低点はいくらかのデータはありますので、教科の点数と調査書を合わせて何点以上なら合

格であると判断できます。」

○伊藤委員 「ある程度客観的に評価は可能ですね。」

○吉田教育長 「はい。絶対的に一致するのかということなら難しいのですが、かなりの精度で

客観的に評価できます。」

○伊藤委員 「分かりました。もう一つ伺いたいのですが、小学校第６学年学習到達度調査につ

いて、『児童や保護者の不安を解消する』とありますが、具体的にはどのように解消するのです

か。」

○山内学校教育課長 「児童が十分に到達したという結果から、自信をもって中学校に進学する

ことが一番と考えています。ただ、課題がある部分については、各学校で重点的に指導いただく

ことで、児童がその内容を理解することで不安を解消し、その上で進学してもらえるものと考え

ています。」

〇花山院委員 「実際に学校に通わなくても、オンライン学習などで補習するということです

か。」

○山内学校教育課長 「現段階では、各学校において指導していただくことを考えています。全

県的に大きな課題が見られるようであれば、その対応について検討したいと考えています。」

○吉田教育長 「市町村ごとに、結果から見られる課題が違う可能性があると思います。その場

合には、市町村ごとにその課題を解消するために補習などの取組を行うということですね。」

○山内学校教育課長 「はい。」

○森本委員 「最初に説明のありました入学者選抜に関するガイドラインのことですが、接触者

と濃厚接触者の判断は、保健所と学校のどちらが行うのですか。」

○山内学校教育課長 「保健所が疫学的な調査をして、判断することになります。」

○吉田教育長 「濃厚接触者の定義はある程度決まっていましたね。」

○稲葉保健体育課長 「はい。マスクなしの会話が15分以上、マスクなしで会食をともにする、

などです。」

○森本委員 「濃厚接触者はそのようなものがありますよね。接触者の判断も全て保健所がする

ということで大丈夫ですね。濃厚接触者も接触者も判定され、この資料のとおり流れていくので

すね。」

○吉田教育長 「教育委員会でも考えているのですが、もし、陽性者一人が出たら、濃厚接触者

を除けば、接触者は、学年ではなくクラスだけとの保健所の判断が多くあります。」
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○森本委員 「私の聞いた事例では、濃厚接触者は、マスクをしないで会話する、会食するなど

で保健所が判断するとのことです。そうでなければ接触者ですが、ＰＣＲ検査はしないという判

断の保健所もあります。そのような事例もありますので、はっきりしないといけないと思いま

す。」

○吉田教育長 「議論としては、クラスで一人の陽性者が出たとき、接触者はＰＣＲ検査をしな

いときがある。その場合、電車に乗って普通に各高校に受検しに行って良いかということです

ね。」

○森本委員 「そのように保健所は判断していますね。受けなくても良いという保健所の判断が

あるのか、クラスで接触者になったとき、ＰＣＲ検査を必ず受けないといけないか、その点をは

っきりさせないといけませんね。」

○吉田教育長 「今までは、念のために受けることになっていましたが、保健体育課長どうなの

でしょうか。」

○稲葉保健体育課長 「はい、今は混在しています。保健所の判断で、接触者でもＰＣＲ検査は

受けなくて大丈夫という場合と、念のため受けないといけない場合があります。」

○吉田教育長 「両方の場合があるのですね。保健所が十分時間があって判断できるのなら良い

のですが、考査前日など、保健所が判断する時間がない場合は、クラスで、中学校で受験するで

良いですね。ある程度ゆとりがある場合で、接触者でもＰＣＲ検査を受けなくても良いと判断さ

れた受検生は、各高校に受けに行っても良いということですね。」

○花山院委員 「この判断をするのは、保健所なのか、県の教育委員会なのか、混在しているの

か、わかりません。」

○吉田教育長 「混在しています。保健所が判断する時間もない場合、入試直前の子どもたちに

動揺を与えないためのものです。」

○花山院委員 「ＰＣＲ検査は、直前で全員が受けられるのかどうかわかりません。保健所、奈

良県が受検のためにその期間を押さえておいて、全員受けることができるというのなら、奈良県

の判断で良いのですが、学校の指示というのなら、それは見えてこないですね。」

○吉田教育長 「直近で陽性者が出ました。クラスの子はどうなるのかということですが。」

○花山院委員 「クラスの全員に、急にＰＣＲ検査を実施できれば良いのですが。」

○吉田教育長 「そのような場合は、中学校で受検させようと考えています。入試の２日前など

入試直近に、生徒にヒアリングして、動揺が大きくならないようにしないといけません。そのよ

うな場合、中学校で受けさせようと考えています。」

○花山院委員 「その場合はＰＣＲ検査はしないのですか。それとも接触者はＰＣＲ検査を実施

するというのなら、それの準備が必要と考えますが。」
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○山内学校教育課長 「補足説明を差し上げたいと思います。次の資料をご覧ください。保健所

が判断する手前の段階があるということです。接触者と考えられる者、クラスの生徒と考えてい

るのですが、保健所の判断が出る前では、その範囲の生徒をとどめておき、中学校で受検させる

ということです。」

○吉田教育長 「登下校で、マスクしながら一緒にいた場合、接触者になるのですか。」

○稲葉保健体育課長 「接触者ですが、場合により、接触者にもしないという可能性もありま

す。保健所が、陽性となった生徒への聞き取りの中で判断します。」

○花山院委員 「その判断は、学校ではなくすべて保健所の判断ですね。」

○吉田教育長 「今は、保健所が判断できない場合を考えているので、接触者と考えられる者と

は何ですか。クラスで陽性者が出ました。クラスの子は接触者なのですね。では学年の子はどう

なるのですか。」

○稲葉保健体育課長 「当該クラスの授業だけの実施ならば、接触者にはなりません。登下校で

どれだけ一緒にいたかということになります。」

○山内学校教育課長 「基本はクラスと考えています。中学校に一定期間クラス単位での交流を

しないように授業はそのクラスだけで実施するよう要請する予定です。ただ、他のクラスの生徒

との接触もないとは言い切れませんので、このように『接触者と考えられる者』と記載しており

ます。」

○吉田教育長 「検査前日の15時に陽性者が出たとすると、学年全員をその中学校で受検させる

ことになるのですか。クラスの生徒だけでもよいのですか。」

○山内学校教育課長 「時間的な事情などで判断ができないときは、学年全員という可能性もあ

ります。」

○花山院委員 「それが安全かもしれませんね。前日に準備することになると大変なことになり

ますね。シュミレーションしておく必要がありますね。」

○山内学校教育課長 「前日などに陽性者が出るというような急な場合にも、問題冊子の準備、

監督者の準備等、念入りに計画を立てたいと思います。」

○吉田教育長 「前日に陽性者が出た場合は、全員中学校で受検することとあらかじめ定めてお

けば良いかもしれませんね。」

○山内学校教育課長 「はい、また、検討して通知いたします。」

○吉田教育長 「他にご意見、ご質問が無いようですので、原案どおり議決してよろしいか。」

※各委員一致で承認
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○吉田教育長 「議決事項１については可決いたします。」

○吉田教育長 「その他報告事項について、報告をお願いします。」

○熊谷教育政策推進課長 「11月26日に奈良県コンベンションセンターで開催されました令和２

年度第１回奈良県教育サミットについて、ご報告します。サミットでの配付資料をお付けしてお

りますので、併せてご覧ください。

まず、『第２期教育振興大綱について』、文化・教育・くらし創造部長が説明を行いました。

次に、『ＩＣＴの活用によるの新たな学び』について、教育長から説明を行っていただきまし

た。その後、アイランド形式で、第２期教育振興大綱が目指す『「学ぶ力」「生きる力」をはぐ

くむ本人のための教育』をどのように進めていくのか、また、教育振興大綱のテーマの一つであ

る『学び、考え、探究する力をはぐくむ教育』について、『一人一台端末』を活用し、具体的に

どのように進めていくかについてグループ協議が行われました。

各アイランドからの意見を簡単に紹介させていただきますと、まず、『教育振興大綱の実現に

向けて、学びが生かされているという経験を持つことが大切である。』、また、『知識の注入だ

けではなく、子どもたちの持っている力をはぐくむことを大切にしたい。』、さらには、『奈良

で学んだ子どもたちが、故郷奈良へとどまってほしい。そのために地域に誇りを持てる教育を大

切にしていきたい。』というような意見が出されておりました。

もう一つのテーマである『学び、考え、探究する力をはぐくむ教育について、一人一台端末を

どのように活用して進めていくか』につきましては、『ＩＣＴ機器の導入は授業改善のためのツ

ールであり、授業で活用することを主眼に置いていきたい。』、また、『端末を持ち帰らせるこ

とに心配ごとはあるが、筆箱やノートのように普段使いができることを目指したい。』、『ＩＣ

Ｔ機器の活用により、より科学的に教育を検証しながら進めていける。蓄積されたデータをどの

ように活用するのかが課題である。』、また、『学びの個別最適化を目指して、県域でＩＣＴ化

を進めることには大きな意義がある。そのためには教員の育成が必要であり、教育研究所の研修

プログラムは有効である。』等の意見が出されました。

この討議を受けて教育長からは、第２期教育振興大綱に基づいた『奈良の学び推進プラン』を

教育委員会において現在作成中であり、市町村の教育長にも意見を伺う予定であるとの総括があ

りました。また知事からは、『第２期教育振興大綱で示された教育の目的で特に大切にしたこと

は「本人のための教育」である。』こと、また、『知識が生きる力となるには、習得だけではな

く、活用が求められ、それは学校の役目であるが、社会の役目でもあること。』、『ＩＣＴに関

しては、学びに用いること、管理に用いることの両面があり、学びに用いる際には、教師は学習

者の手助けをすること、介添えを行うこと等が求められる。』、また、『ＩＣＴは学校と家庭を

結び付ける役割もある。』等の総括がありました。

以上です。」

○山内学校教育課長 「いじめ防止強化月間について、ご報告します。以前の定例教育委員会

で、11月をいじめ防止強化月間と定めることを検討中とお伝えしましたが、検討の結果、12月に

設定したいと考えています。変更の理由としては、年度内にいじめの解消に努めたいということ

です。いじめの解消とは、３か月以上いじめの状態が確認されないこととなりますので、年度内

にいじめの解消をする為には、遅くとも12月の取組が必要であろうと考えました。主な取組とし

ては、資料のとおり、いじめアンケートを６月とこの月の２回の実施とします。更に、各学校で

設置されているいじめ対策委員会をこの月に開催します。また、12月４日は、奈良北高校の事案

発生日でありますが、この日に研修会を開催し、再発防止、風化防止に努めたいと考えていま

す。対象は県立学校としておりますが、次年度以降は、市町村教育委員会にも協力を要請したい
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と思います。本年度については、今月、各学校でいじめ対策会議を開催していただくよう通知し

ています。

以上です。」

○吉田教育長 「このことについて、何かご意見、ご質問はございませんか。」

○伊藤委員 「教育サミットについては、第２期教育振興大綱の内容を受け止めていただいたも

のになっていると思います。教育サミットの資料について、奈良の学び推進プランは前回の定例

教育委員会を受けて、修正をしていただいています。今後パブリックコメントの意見を受けて、

また定例教育委員会で考えていきたいと思います。」

○花山院委員 「奈良の学び推進プランを受けて、毎年何をしていくかについてどう落とし込ん

でいくかはこれからの検討になると思います。アクティブラーニングの言葉や内容は理解してい

ますが、現実に教室でどのような展開をして、教師がどう指導し、児童生徒が何を答えていくの

か、現場でどのように落とし込んでいくのか。考え方は理解していても、アクティブラーニング

を通して子どもたちがどのように成長していくかは、今の日本人の感覚を越えた部分で養ってい

かなければなりません。それをどのように具体的にしていくかがこれからの正念場です。奈良ら

しさや先進性が出てくる方が意義があるのではないでしょうか。

また、ＳＤＧｓというのは難しいけれども、一般の県民の方からすれば、奈良県も学校全体で

ＳＤＧｓに取り組んでいるんだという分かりやすい方針になります。その具体的な取組や成果が

毎年分かってくれば、県民としても分かりやすい題材ではありますね。」

○伊藤委員 「総合教育会議でもありましたが、奈良は1300年続いており、その奈良の題材でア

クティブラーニングを通してＳＤＧｓを学んでいく。その具体例を出していけば、奈良で学ぶ意

味が出るのではないでしょうか。子どもたちも奈良をもっと知って、奈良の将来を担ってもらい

たいと思います。探究をしながらそれらを学んでいくような、アクションプランを作成してもら

えればと考えます。」

○山内学校教育課長 「県教育委員会で郷土学習の手引や奈良タイム指導事例集を作成してお

り、そこにはＳＤＧｓも含まれております。今後、奈良タイムについて再度整理して、追補版と

していろいろな事例を示していきたいと思います。」

○伊藤委員 「小・中・高や社会人教育も含めて、奈良について継続して学び、様々なアプロー

チが考えられるのではないでしょうか。」

○花山院委員 「奈良県の教育においてＳＤＧｓがどのように含まれているかを示すことによっ

て、新たな取組をしていることが県民により理解していただけるのではないでしょうか。」

○伊藤委員 「まさに温故知新ではないでしょうか。持続可能なことを考えることは、歴史を振

り返り、そして未来を考えることです。」

○山内学校教育課長 「ＳＤＧｓの視点から、教育内容の再整理をすれば方向性が見えてくると

思います。」

○花山院委員 「今後万博の開催も考えると、どの会社や企業でもＳＤＧｓの推進がさらに進ん
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でいくと考えられます。」

○吉田教育長 「奈良の学び推進体制のようなものはあるのでしょうか。人権教育、キャリア教

育、ＩＣＴ教育等、推進プランはあっても体制がないため、実際に推進されているか分かりませ

ん。ＳＤＧｓについても推進体制を考えても良いのではないか思われます。」

○吉田教育長 「他にご意見、ご質問が無いようですので、その他報告事項１及び２について、

承認してよろしいか。」

※各委員一致で承認

○吉田教育長 「その他報告事項１及び２については承認いたします。」

非公開議案

報告事項１ 民事調停案件について

その他報告事項３ 県立山辺高等学校サッカー部員の飲酒事案への対応について

非公開にて審議

○吉田教育長 「それでは、議案の審議が終了したと認められますので、委員の皆様にお諮りし

ます。本日の委員会を閉会することとしては、いかがでしょうか。」

※各委員一致で承認

○吉田教育長 「委員の皆様の議決を得ましたので、これをもちまして、本日の委員会を閉会し

ます。」


